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1 ． 自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう

1 ． きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

1 礼儀を正しくし､うるおいのあるまちをつくりましょう

1 ．元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

1 思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう
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落
ち
葉
を
踏
み
し
め
て
、
家
族
連
れ

や
個
人
で
、
野
山
を
か
け
め
ぐ
る
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
は
、
宝
さ
が
し
の
よ

う
な
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

地
図
と
磁
石
を
た
よ
り
に
、
ポ
ス
ト

マ
ー
ク
を
見
つ
け
た
と
き
の
う
れ
し
さ

は
、
山
や
谷
の
間
を
歩
き
ま
わ
っ
た
と

き
の
気
持
ち
の
よ
い
汗
と
と
も
に
、
忘

れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
り
ま
す
。

十
一
月
二
十
五
日
⑪
高
萩
市
制
施

行
三
十
周
年
記
念
大
会
と
し
て
、
大
心

苑
周
辺
で
行
わ
れ
た
第
六
回
朝
日
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
（
日
本
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
委
員
会
公
認
大
会
）
に
は

晴
れ
わ
た
っ
た
小
春
日
和
の
な
か
、
全

国
か
ら
二
千
五
百
七
十
人
の
参
加
者
が

つ
め
か
け
ま
し
た
。

種
目
別
参
加
者
は
、
ト
リ
ム
（
グ
ル

ー
プ
千
四
十
七
人
、
パ
ズ
ル
八
十
三
人
）

と
個
人
千
四
百
四
十
人
で
し
た
。

ま
た
大
心
苑
周
辺
の
パ
ー
マ
・
不
ン
ト

コ
ー
ス
（
常
設
．
ｉ
ス
）
は
、
日
本
て

四
番
目
に
で
き
た
コ
ー
ス
で
、
現
在
県

内
に
二
十
六
コ
ー
ス
あ
る
な
か
で
、
も

っ
と
も
古
い
も
の
で
す
。

年
々
、
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
は
、
市
民
大
会
の

参
加
者
な
ど
を
含
め
て
年
間
約
二
万
八

千
人
の
人
た
ち
が
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

お
手
ま
き
会
場
の
家
族
連
れ

ト
リ
ム
の
ス
タ
ー
ト
地
点
Ｉ

〃
さ
あ
ス
タ
ー
ト
〃

が
ん
ば
る
わ
／
、
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式辞を述べる大高市長市民代表あいさつを述べる吉田議長謝辞を述べる鈴木一司さん

市
制
施
行
三
十
周
年
を
祝
っ
て
§

市
制
施
行
三
十
周
年
記
念
式
典
が
、
十
一
月
二
十

二
日
嗣
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
市
勢
発
展
に
尽
力
さ

れ
た
六
人
の
か
た
に
特
別
功
労
表
彰
、
二
百
五
十
一

人
（
含
団
体
）
に
そ
れ
ぞ
れ
功
労
表
彰
、
感
謝
状
が

大
高
省
三
市
長
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
記
念
式
典
に
は
、
衆
参
両
院
議

貝
、
県
議
会
議
員
、
茨
城
県
、
隣
接
市

町
村
な
ど
の
関
係
者
約
八
百
人
が
参
列

（
）

記
念
式
典
を
挙
行

……

特別功労表彰を受けられた6人のかたと、市の4役

し
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た

、
、
ム
ロ

安
村
実
助
役
の
開
式
の
こ
と
ば
で
な

ま
り
、
「
君
が
代
」
の
斉
唱
、
そ
し
て

昭
和
二
十
九
年
生
ま
れ
の
今
年
三
十
歳

を
む
か
え
た
柴
田
誠
さ
ん
（
農
協
職
員
）

鈴
木
美
子
さ
ん
（
主
婦
）
の
二
人
に
よ

り
高
萩
市
市
民
憲
章
が
朗
読
さ
れ
ま
し

た
。

式
辞
で
は
、
大
高
市
長
が
力
強
く
、

『
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
な
が
ら
、
基

本
的
に
は
市
民
の
健
康
、
文
化
、
や
す

ら
ぎ
を
基
調
と
し
た
「
子
ど
も
と
青
少

年
が
の
び
の
び
と
た
く
ま
し
く
育
つ
教

育
環
境
の
整
備
」
「
市
民
の
健
康
づ
く

り
と
福
祉
の
充
実
」
「
人
間
優
先
の
生

活
環
境
の
整
備
」
「
活
力
あ
る
市
民
生

活
を
つ
く
り
出
す
産
業
の
振
興
」
等
の

諸
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
な
が
ら
、

海
と
緑
を
生
か
し
た
清
潔
で
豊
か
な
産

業
文
化
都
市
の
創
造
に
、
市
民
の
理
解

と
参
加
を
得
て
、
鋭
意
努
力
し
て
い
き

た
い
。
』
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
市
民
代
表
あ
い
さ
つ
が

吉
田
秀
吉
議
長
か
ら
あ
り
、
続
い
て
表

彰
式
が
行
わ
れ
二
百
五
十
七
人
（
含
団
体
）

鷲

卿



の
か
た
が
た
が
、
大
高
市
長
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
来
賓
祝
辞
が
あ
り
、
来

賓
と
し
て
次
の
か
た
が
た
の
参
列
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

県
知
事
竹
内
藤
男
（
代
理
）
、
衆
議
院
議

員
梶
山
静
六
、
衆
議
院
議
員
塚
原
俊
平
、

衆
議
院
議
員
城
地
豐
司
、
参
議
院
議
員

岩
上
二
郎
、
参
議
院
議
員
曽
根
田
郁
夫

（
代
理
）
、
茨
城
県
市
長
会
代
表
日
立
市

長
立
花
留
冶
、
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

会
長
水
戸
市
議
長
大
沢
千
代
吉
、
県
議

会
議
員
大
久
保
清
、
県
議
会
議
員
渡
辺

政
則
、
隣
接
市
町
村
代
表
北
茨
城
市
長

柴
田
章
、
十
王
町
長
樫
村
禎
一

謝
辞
は
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
鈴

木
一
司
さ
ん
が
行
い
、
そ
の
後
、
会
場

の
全
員
で
高
萩
市
民
の
歌
を
合
唱
、
最

後
に
佐
川
誠
太
郎
収
入
役
の
閉
式
の
こ

と
ば
で
、
市
制
施
行
三
十
周
年
記
念
式

典
の
す
べ
て
を
終
了
し
ま
し
た
。

喜
び
の
日
に
受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

士
冗

一
三
口朗の

一
早牽
市
勢
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
ょ
北
條
千
丈
、
佐
川
福
壽
、
小
泉
幸
一
郎
、

市
り
、
記
念
式
典
で
表
彰
さ
れ
た
か
た
が
宇
佐
美
忠
、
安
島
松
夫
、
鈴
木
康
美
、

た
は
次
の
と
お
り
で
す
。
大
高
裕
司
、
渡
邊
久
、
棚
谷
寛
、

（
順
不
同
）
大
部
繁
、
斎
藤
捨
、
大
高
喜
隆
、

特
別
功
労
表
彰
黒
沢
章
、
小
野
博
、
作
山
榮
一
、

鈴
木
一
司
⑱
本
町
一
’
一
二
三
作
山
義
二
、
神
代
道
男
、
鈴
木
保
三
郎
、

安
村
篤
い
安
良
川
二
七
○
豊
田
竹
信
、
野
木
都
吉
、
井
坂
盛
一
、

鈴
木
藤
太
㈱
下
君
田
「
一
三
四
佐
川
勝
次
、
池
田
美
義
、
佐
川
馨
、

吉
田
秀
吉
㈹
高
戸
二
○
五
鈴
木
勝
、
佐
川
健
一
、
豐
田
政
行
、

鈴
木
好
之
刎
島
名
一
、
一
四
九
坂
本
二
郎
村
上
七
之
助
、
風
祭
大
正
、

大
久
保
清
刷
秋
山
三
、
○
四
四
沼
田
才
介
、
黒
澤
正
明
、
吉
川
文
隆

地
方
自
治
功
労
表
彰
今
川
車
道
、
寺
島
正
男
、
宮
下
幸
吉
、

近
藤
孝
一
、
佐
川
安
応
、
根
本
榮
、
鈴
木
幸
内
、
沼
田
克
道
、
花
園
教
之
、

鈴
木
一
二
、
鈴
木
茂
、
飯
田
邦
昭
、
大
都
直
光

篠
原
新
一
郎
、
寺
岡
七
郎
、
大
部
勝
央
、
民
生
・
衛
生
功
労
表
彰

矢
代
洋
三
、
大
高
一
雄
、
赤
城
博
、
佐
藤
一
夫
、
川
松
愛
子
、
鈴
木
廣
次
、

鈴
木
徳
男
、
郷
土
行
男
、
渡
辺
賢
太
郎
、
廣
木
仙
也
、
大
都
貞
喜
、
豊
田
四
郎
次
、

豐
田
武
門
、
矢
代
良
三
、
大
部
重
高
、
佐
藤
享
子
、
丹
た
ま
、
杉
山
き
く
、

大
部
菫
、
小
松
正
冷
、
中
島
豊
、
大
内
輝
、
小
山
ひ
さ
子
、
田
中
長
兵
衛
、

小
山
政
男
、
阿
部
正
寿
、
藤
井
実
、
椎
名
修
、
鈴
木
朝
夫
、
丹
長
吉
、

棚
谷
立
夫
、
石
安
太
郎
、
北
畠
暢
男
、
栗
原
志
ん
、
坂
本
つ
た
、
河
野
喜
久
子
、

佐
藤
隆
一
、
野
田
家
利
、
田
所
幸
男
、
高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
東
地
区
南
支

真
鍋
博
、
石
井
昭
春
、
大
高
徳
次
、
部
、
高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
山
手
地

鈴
木
重
光
、
神
代
虎
五
郎
、
下
山
田
一
郎
、
区
南
支
部
、
高
萩
高
校
生
会

岩
本
義
文
、
下
山
田
尚
方
、
広
木
允
明
、
産
業
振
興
功
労
表
彰

長
久
保
虎
夫
、
笠
谷
喜
之
助
、
原
口
良
英
、
下
山
田
満
男
、
鈴
木
彰
、
沼
野
義
次
、

鈴
木
多
喜
男
、
大
部
昭
雄
、
松
本
基
、
田
村
実
、
前
島
良
二
、
柴
田
力
、

斉
藤
勝
美
、
神
長
良
道
、
神
長
新
一
、
鈴
木
平
三
郎
、
今
川
香
、
小
島
英
雄
、

ー'

小
掘
捨
吉
、
樫
村
長
次
、
神
永
四
郎

教
育
・
文
化
・
体
育
功
労
表
彰

樋
渡
喜
一
、
宮
内
嘉
一
郎
、
永
山
公
平
、

飯
島
友
雄
、
若
松
政
次
、
佐
川
光
子
、

大
森
キ
ク
、
根
本
易
、
北
村
勇
太
郎
、

沼
田
吉
人
、
長
久
保
正
次
、
小
林
正
治
、

落
合
裕
、
横
山
酉
二
郎
、
志
田
諄
一
、

伊
藤
龍
馬
、
沼
田
保
、
鈴
木
猷
、

佐
川
四
郎
、
坪
和
六
三
、
弓
野
勝
男
、

柴
田
英
利
、
柴
田
耕
作

治
安
・
防
災
功
労
表
彰

穂
積
政
次
、
黒
尾
良
、
小
林
高
弘
、

浅
井
正
一
、
柴
田
房
男
、
沼
田
浩
、

柴
田
洲
冶
、
堀
田
喜
久
、
大
高
信
一
、

大
部
正
、
小
野
正
好
、
坂
本
勝
正
、

白
土
一
恵
、
鈴
木
康
正
、
金
沢
初
夫
、

松
本
辰
次
、
豊
田
稔
美
、
鈴
木
忍
、

川
松
常
夫
、
佐
川
元
、
大
高
實
、

宇
佐
美
勉
、
石
井
一
明
、
矢
渡
徹
、

沼
田
武
美

地
方
自
治
功
労
表
彰
（
職
員
）

鈴
木
八
郎
、
二
瓶
省
三
、
大
高
智
衛
、

佐
川
好
和
、
矢
吹
和
典
、
小
池
正
人
、

石
田
當
吉
、
小
沢
正
敬
、
矢
代
利
男
、

沼
田
亨
、
矢
代
正
史
、
金
澤
和
夫
、

伸
長
啓
二
、
遠
藤
幸
男
、
小
野
昭
、

佐
川
庄
一
、
矢
代
光
子
、
永
山
時
子
、

落
合
洋
子
、
伯
田
き
よ
子
、
大
谷
春
子
、

佐
藤
キ
ョ
、
下
山
田
広
美
、
佐
川
ト
ョ
、

富
永
幸
子
、
佐
藤
二
三
子

感
謝
状

鈴
木
本
成
、
細
金
秀
隆
、
平
正
三
、

中
井
盛
雄
、
本
多
裕
治
、
舟
生
佳
紀
、

明
智
健
一
、
高
萩
炭
礦
株
式
会
社
、
大

｝
ゞ

能
林
業
有
限
会
社
、
高
萩
市
た
ば
こ
販

売
協
同
組
合
、
高
萩
市
建
設
業
協
力
会

高
萩
市
失
業
対
策
事
業
就
労
者
、
高
萩

市
指
定
管
工
事
協
同
組
合
、
白
玉
弘
、

宍
戸
昭
夫
、
立
花
隆
成
、
内
田
雄
啓
、

諸
原
英
雄
、
石
邦
輔
、
滝
宗
章
、

藤
井
照
弘
、
茨
城
県
厚
生
農
業
協
同
組

合
連
合
会
高
萩
協
同
病
院
、
高
萩
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
、
高
萩
地
区
オ
パ
ー
ル
婦
人
会
、

高
萩
青
年
会
議
所
、
社
会
福
祉
法
人
同

仁
会
臨
海
学
園
、
社
会
福
祉
法
人
同
仁

会
同
仁
会
乳
児
院
、
社
会
福
祉
法
人
同

仁
会
同
仁
東
保
育
園
、
社
会
福
祉
法
人

聖
徳
福
祉
会
聖
徳
保
育
園
、
社
会
福

祉
法
人
愛
孝
会
松
ヶ
丘
保
育
園
、
社
会

福
祉
法
人
博
洋
会
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
、

社
会
福
祉
法
人
愛
正
会
愛
正
園
、
高
萩

献
血
連
合
会
、
茨
城
県
北
清
掃
組
合
、

高
萩
地
区
塵
芥
収
集
業
者
協
力
会
、

渡
辺
栄
八
、
江
尻
三
之
一
窯
、
伊
藤
二
三
男
、

大
高
廣
、
樫
村
情
、
高
萩
市
農
業

協
同
組
合
、
高
萩
市
森
林
組
合
、
高
萩

酪
農
業
協
同
組
合
、
多
賀
畜
産
農
業
協

同
組
合
、
高
萩
市
農
協
婦
人
部
、
高
萩

市
商
工
会
、
日
專
連
高
萩
専
門
店
会
、

中
山
信
常
、
大
山
静
子
、
学
校
法
人
茨

城
キ
リ
ス
ト
教
学
園
キ
リ
ス
ト
教
聖
児

幼
稚
園
高
萩
分
園
、
株
式
会
社
高
萩
大

心
苑
、
高
萩
地
区
交
通
安
全
協
会
高
萩

支
部
、
高
萩
市
民
間
交
通
指
導
隊
、
高

萩
地
区
交
通
安
全
母
の
会
高
萩
支
部
、

日
本
加
工
製
紙
株
式
会
社

荷



大
部
重
高
さ
ん
（
八
十
二
歳
）
は
、

水
年
に
わ
た
る
議
員
活
動
に
よ
り
、
地

秋の叙勲 県
獣
医
師
会
会
長
の
鈴
木
一
司
さ
ん

（
八
十
八
歳
）
は
、
永
年
に
わ
た
り
畜

識§

…

綴f
おめでとうございます

大部重高さん 鈴木一司さん
秋山2033 本町1 123

勲五等瑞宝章受章 動三等瑞宝章受章

方
自
治
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
、
勲
五
等

瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

大
部
さ
ん
は
、
町
議
会
議
員
二
期
、
市

議
会
議
員
四
期
を
連
続
し
て
務
め
ら
れ
、

二
十
余
年
間
の
豊
富
な
経
験
と
卓
越
し

た
情
熱
を
持
ち
、
真
の
住
民
代
表
と
し

て
の
議
会
活
動
に
大
き
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

昭
和
二
十
九
年
の
町
村
合
併
時
に

は
、
郷
土
発
展
の
た
め
そ
の
必
要
性
を

強
調
し
、
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
、

今
日
の
高
萩
市
の
実
現
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、
高
萩
市
遺
族
会
の
会
長
、
副

会
長
も
務
め
ら
れ
、
遺
族
援
護
に
も
大

き
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

揮
し
、
「
多
賀
駒
」
で
知
ら
れ
る
高
萩

馬
市
の
名
を
全
国
に
高
め
る
と
と
も
に
、

戦
後
の
需
要
の
変
化
を
敏
感
に
と
ら
え
、

馬
か
ら
牛
へ
の
転
換
を
提
唱
し
、
昭
和

三
十
五
年
に
は
、
黒
毛
和
牛
を
導
入
、

現
在
の
「
常
陸
牛
」
の
基
礎
づ
く
り
に

大
き
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
八
年
以
来
町
議
会
議
員

四
期
、
議
長
経
験
を
含
む
県
議
会
議
員

五
期
を
務
め
た
あ
と
、
参
議
院
議
員
と

し
て
郷
土
の
発
展
に
尽
く
す
な
ど
、
社

会
的
に
も
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

産
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
、
勲
三
等
瑞
宝

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
多
賀
畜
産
組
合
長
時

代
に
、
す
ぐ
れ
た
手
腕
と
指
導
力
を
発

｛
．
、
”
）

…錘函

県
で
は
、
毎
年
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
個
性
豐
か
な
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
個
人
・
団
体
等
に
対
し
て
、
ば

ら
賞
、
ほ
う
賞
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
鈴
木
廣
次
さ
ん
（
上
君
田
五

三
八
）
と
、
松
丘
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
（
ジ
ュ

ニ
ア
・
レ
ッ
ド
・
ク
ロ
ス
Ⅱ
青
少
年
赤

十
字
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
県
北
山
間
地
域
に
お

け
る
稲
作
生
産
安
定
の
確
立
や
、
農
家

経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
黒
毛
和
牛

の
導
入
、
飼
養
管
理
の
改
善
向
上
に
努

め
、
常
陸
牛
の
基
礎
を
確
立
し
、
多
賀

畜
産
の
振
興
に
尽
力
し
て
い
る
こ
と
か

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

松
丘
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
で
は
、
清
掃
活
動
、

各
種
募
金
活
動
、
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
協
力
な
ど
、
広
範
囲
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
手
話
や
点
字
の
学
習
に
よ
り

聴
覚
障
害
者
、
視
覚
障
害
者
と
の
交
流

が
生
ま
れ
、
福
祉
地
図
作
成
（
市
内
点

検
活
動
）
に
発
展
す
る
な
ど
の
、
日
ご

ろ
の
実
践
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

半
ｑ
／
○ 県

の
〃
ば
ら
賞
″
に

鈴
木
廣
次
さ
ん
と

松
丘
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
が
選
ば
れ
る

「
革
絵
は
、
ゴ
ー
ド
と
い
う
や
ぎ
の

皮
の
上
に
、
ハ
ン
ド
エ
ン
ジ
ン
で
ほ
っ

て
ほ
と
ん
ど
指
で
絵
を
書
い
て
い
く
ん

で
す
酉
と
佐
藤
さ
ん
。

さ
ら
に
佐
藤
さ
ん
は
、
高
萩
に
〃
革
絵
〃

を
広
め
ら
れ
た
先
駆
者
で
、
バ
ヅ
ク
や

小
物
入
れ
な
ど
、
そ
の
技
法
を
と
り
入

れ
た
作
品
が
種
々
み
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
多
岐
に
わ
た
り
活
発
な

文
化
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
で

，
ｌ
』
Ｌ
●
手
、
「
ノ
０

十
一
月
二
日
か
ら
四
日
ま
で
と
十
一

日
、
中
央
公
民
館
と
文
化
会
館
で
文
化

祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

年
々
、
文
化
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な

か
、
す
ば
ら
し
い
作
品
が
た
く
さ
ん
出

品
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か
か
ら
、
佐

藤
シ
ズ
エ
さ
ん
（
高
浜
町
三
の
六
九
）

の
〃
革
絵
″
「
ほ
て
い
あ
お
い
」
を
紹

介
し
ま
す
。

…
1

1

文
化
の
香
り
高
く

～
文
化
祭
１

（
）

！
佐藤シズエさんと

作品の「ほていあおい」

十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
、
高
萩
市

文
化
会
館
で
市
民
音
楽
祭
が
開
か
れ
ま

し
た
。
児
童
か
ら
成
人
ま
で
、
多
数
の

参
加
の
も
と
、
軽
快
な
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
か
も
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
あ
が
っ
ち
ゃ
っ
た
″

妙
市
民
音
楽
祭

丹精込めた作品がズラリ～菊花展～
讃穂蕊鐵蕊F鶴

十
一
月
二
日
か
ら
十
二
日

ま
で
、
春
日
町
児
童
公
園
と

市
民
セ
ン
タ
ー
で
菊
花
展
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の

菊
花
会
会
員
二
十
数
人
に
よ

り
、
菊
花
盆
養
、
切
花
、
福
助

作
り
な
ど
あ
わ
せ
て
千
三
百

点
に
も
の
ぼ
る
作
品
が
と
こ

ろ
狭
し
と
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

診
〆

｡今

4



■
酢
叩
か
》
一
岬
》
銀
誤
訳
。
。
■
■
写

十
一
月
二
十
三
日
㈲
と
二
十
四
日
出
、

《
』
、
咄
。
恥
叱
巳
。
■
●
恥
。
恥
恥
』
恥
函
”
ロ
。
■
。
。
。
●
。
。
●
令
。
。
’

■
■
③
●
●
■
■
■
■
■
■
■
●
■
■
①
■
ｐ
■
③
？
■
■
■
■

．
蕊
溌
蕊
蕊
溌
織
静
中
央
公
民
館
と
市
民
体
育
館
で
、
第
五

驫
？

回
産
業
祭
、
第
十
三
回
み
ん
な
の
消
費

生
活
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。
市
内
の
産

業
紹
介
と
物
産
の
展
示
即
売
会
、
ま
た

》
却
阜
■
、
蝿
■
』

消
費
生
活
展
で
は
、
消
費
生
活
の
パ
ネ

ル
展
示
や
起
震
車
に
よ
る
耐
震
テ
ス
ト

の
ほ
か
、
自
動
血
圧
計
を
設
置
し
、
塩

分
測
定
を
す
る
な
ど
、
多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。
特
に
、
農
産

物
の
即
売
会
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

餌
●
■
Ｆ
■
■
●
■
■
●
■
■
■
ｂ
》
■
早
④
■

■
む
ゆ
■
申
■
■
■
●
凸
白
■
■
■
①
●

に
は
、
長
い
列
が
で
き
、
新
鮮
な
野
菜

が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
ま
し
た
。

産
業
祭
と

み
ん
な
の
消
費
生
活
展 ー

「
お
茶
の
実
や
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
か

ぼ
ち
ゃ
の
種
な
ど
を
ボ
ン
ド
で
き
れ
い

に
つ
け
て
、
ニ
ス
を
ぬ
っ
て
で
き
あ
か

り
。
き
れ
い
に
出
来
た
で
し
ょ
″
」

仲
町
の
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
（
会
員

十
三
人
）
で
は
、
み
ん
な
の
消
費
生
活

展
で
「
種
ブ
ロ
ー
チ
教
室
」
を
開
催
、

お
母
さ
ん
た
ち
や
女
の
子
の
間
で
大
好

評
で
し
た
。ノ
〃
。
評
》
》
》
》
期
癖
麺
呵
》
》
》
癖
》
》
》
》
》
》
》
》
》
一
劃

、たれ〃から㈲谷
田
川
順
子
ち
ゃ
ん

中
川
あ
や
ち
ゃ
ん

斉
藤
恵
ち
ゃ
ん

丸
沢
恵
子
ち
ゃ
ん

ブローチができたよ

“

ず

》

蜂

．

●

鐸

鴬

十
一
月
十
八
日
日
と
二
十
三
日
③
、
第

二
回
市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
会
場
の
文
化
会
館
は
、
超
満
員

で
熱
気
ム
ン
ム
ン
参
加
者
六
十
八
人
の

う
ち
、
二
十
三
日
の
決
勝
大
会
に
残
っ

た
の
は
三
十
人
、
大
観
衆
の
な
か
て
自

慢
の
の
ど
を
競
い
ま
し
た
。

市
長
賞
に
は
、
「
し
の
び
恋
」
を
歌

っ
た
小
笠
原
昭
子
さ
ん
（
有
明
町
）
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
入
場
者
の
中

か
ら
高
橋
清
文
君
（
高
浜
町
）
に
自
転

車
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
今
年
も
大
盛

況
、
カ
ラ
オ
ケ
ブ
ー
ム
は
、
ま
だ
ま
だ

続
き
そ
う
で
す
。

端
鵡
、
鶏
鴫
零
輪
玲
輪
霜
零
輪
、
輪
婦
輪
尋
齢
尋
蟻
喝
嶋

を
へ
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
ク
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
高
萩
青
年

円
会
ラ
ブ
社
会
福
祉
援
護
会
議
所
・
高
萩
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
．

測
議
募
金
コ
ン
サ
ー
ト
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
高
萩
ォ

β
協
兎
、
高
萩
市
文
化
会
館
）
パ
ー
ル
婦
人
会
高
萩
母
子
禍
祉
会

舩
祉
飛
稽
鯏
俄
謝
繍
鯛
婦
人
部
明
大
Ｏ
Ｂ
会
茨

仙
舗
後
鱗
順
岬
鶏
令
瀦
当
日
集
ま
っ
た
益
金
百
八
万
二
千
三

金
社
萩
市
教
育
委
員
会
高
百
三
十
円
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

益
萩
市
商
工
会
・
高
萩
ｐ
附
さ
れ
ま
し
た
．
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ｌ
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
高
ご
ざ
い
ま
し
た
。
５

》
篭
、

執
豐
五
ム１

Ｊ
ン
ム
ン

…
市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会
．
．

惨
市
長
賞
に
輝
い
た
小
笠
原
さ
ん

「
と
て
も
う
れ
し
い
わ
ノ
．
」

「
え
っ
ノ
ぼ
く
つ
〃
ほ
ん
と
ノ

や
っ
た
ぁ
〃
．

き
ょ
う
は
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
と

弟
と
来
ま
し
た
。
ま
さ
か
ば
く
か
当

た
る
な
ん
て
…
…
つ
い
て
る
な
。
’

舞溌認麹

月
』
殉
淵

自転車が当たっ

た高橋くん

（東小4年）


